
特集 多機能ワークステーション ∪皿C･る81.327.13:〔る51.011.5る:る81.32.0る〕

ワークステーションにおけるOAソフトウェア技術
KernelSoftwarestolntegrateOfficeAutomation andlntelligence
Support Softwares

本稿では,OA分野へのワークステーション適用のためのOAソフトウェア技術に

焦点を当てている｡

OAの分野では,単能機,単機能アプリケーションの導入が急ピッチに進展し,こ

れらの機能統合,システム統合の要請が強くなってきている｡本稿では,これに対

応するため取り上げている｢統合形OAソフトウェア+の開発思想,課題及びこれを

構成する主な研究開発技術について紹介する｡これには,マルチウインドウ,アプ

リケーション間データ｢交換,ネットワーク統合とシステム統合,エンドユーザー用

統合業務記述,関連基本ソフトウェア,などである｡これらによF),従来の統合操

作環J菟を更に飛躍発展させた統合業務環境,ワークステーション間統合を含めたユ

ーザーフレンドリーな｢統合電子オフィス+の実現を期している｡

□ 緒 言

OA(オフィスオートメーション)でのWS(ワークステーシ

ョン)の要請は,OAの統合化の動向を鳥観してみると明白と
なる｡次が主な動向である｡

(1)機能の統合

従来の作表,作図,作文などの単機能の追求から,これら

相互の融合と多様化を図る方向,及びパーソナルコンピュー

タ,ワードプロセッサなどの単能機を複合化するWS化の方

向である｡

(2)ユーザーインタフェースの統合

OAの主役は,コンピュータに不慣れなオフィス事務員や

管理者であー),機能の統合化が進展すればするだけ,よりい

っそうこのエンドユーザー向けのソフトウェアツールの充
実,ユーザーフレンドリーなインタフェースの実現が要請さ

れてく る｡
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(3)ネットワーク統/合

機能の垂直方式の拡張と統合だけでなく,水平方向の統合

化である｡WSとメインフレーム,LAN(ローカルエリアネッ

トワーク),各種のサーバやサブホストなどとのシステム統合

化により,システムOA,ネットワークOA業務を可能にする

方向である｡

(4)知識工学適用

人間知識の内蔵化,ソフトウェア化を図り,これを上記の

ソフトウェアと統合化し,より一歩ヒューマニケーションの

実現を目指す｡

本稿では,これらの統合化のトレンドに呼応したソフトウ

ェア技術｢統合形OAソフトウェア+を取り上げ,従来のAP

(アプリケーション)間データ交換主体の統合操作環境から,

WS間でこれを自由に,かつユーザーフレンドリーに可能と

する｢統合電子オフィス+について述べる｡
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図2 統合形OAソフトウェアの概念構成 osとAPの中間に配置し

て.機種独立,AP独立のオープン体系をとっている.-Jマルチウインドウ,WS-メ

インフレーム統合処理を含むネットワーク統合.データ交換,エンドユーザーー用

業務定義,などにより｢統合電子オフィス+を志向している.=.

切 統合形OAソフトウェアの課題と概念構成

ここでいう統合化を体系化すると,図1の5パターンに類

別することができる｡統合形OAソフトウェアのねらいは,こ

れら五つの課題を具体化することである｡

統合化の課題を具体化するための概念構成を図2に示す｡

この概念構成の特徴は,主に次の4点である｡

(1)統合形OAソフトウェアをOS(Operating System)とAP

の中間に位置づけるか,又はこれと同機能を果たす位置にお

くことにより,より広範囲の機種での運用,OS非依存の利用

及びより広範囲のAPの適用を可能にする｡

(2)ワークステーション内機能統合方式として,密結合と疎

結合の混合形と使い分けを可能にする｡密結合は,機能問で

のデータ交換が,コマンドーつで連動ができる｡他方で,操

作ステップは多くなるので,別々に作成されたAPとの間でデ

ータ交換を行ないたい場合は,疎結合を用いる｡

(3)AP間統合を単なるデータ交換の時限から,各種のOA用

複合処理,これらのWS聞達勤が自由にできる｢統合電子オフ

ィス+のレベルに引き上げる｡このため,複数AP間のエンド

ユーザー業務定義,文書のデータベース管理,｢WS一メインフ

レーム統合処理+を含むネットワーク統合用ソフトウェアな

どを含める｡また,超簡易なインプット方式や人工知能の導

入などのユーザーフレンドリーなインタフェースをこれらに

適用する｡

(4)OA用ワークステーションは､低コストの普及機から,高

機能機,専用機などの拡張したものまで,各種タイプが必要

になる｡これらに共通の統合形OAソフトウェアであるとと

もに,拡張のための互換性を図る｡

図3の概念構成に示した構成要素について,以降の章で詳

細に説明する｡

8 マルチウインドウ表示インタフェース

統合形OAソフトウェアでのユーザーインタフェースとL

て,画面を逐一切り替えることなく,複数の情報を同時参照

し,複数の業務処理で共通利用できる機能,及び幾つかの情

報を暫定的に配置して作業手順を考える機能などが重要視さ

メtている｡これらの機能を実現するマルチウインドウ表示方

式は,マンマシンの協同作業によr)高度な情報処理を行なう
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図3 マルチウインドウ

表示方式の概念 文書の

ページなどの被写体を仮想カメ

ラで撮影し,画面上へ投影表示

する｡

場合の基本要素として,今後いっそう重要になると考えられる｡

特に､OA用のマルチウインドウには,メモリ制約を十分考

慮した上記機能の実現方式が重要であり,本章ではこの観一た

から,高性能マルチウインドウ表示制御方式について記述す

る｡

3.1 マルチウインドウ表示方式の概念

マルチウインドウ表示方式は,図3に示すように情報編集

の結果や途中状況を,幾つかの仮想的カメラで撮影し,表示

信号に変換後,画面上へ合成･投影表示する｡

3.2 マルチウインドウ表示方式の種類と利用形態

マルチウインドウ表示方式を,ウインドウの配置方法の差

異に基づき分類すると,図4に示すように画面分割形とウイ

ンドウ重ね置き形に分けられる｡

前者は,表示対象物の数が少なく,表示配置パターンが一

定しているときに有効で,表示配置制御処理オーバヘッドが

小さいという利点をもっている｡このため,一つの文書を参

照しながら別文書を他のウインドウで編集する場合や,FA
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図4 マルチウインドウ表示方式の種禁頁と利用形態 画面分割形

は,少数ぺ一ジの参照や定形的参照に,またウインドウ重ね置き形は,多数ペー

ジの非定形的参照に有効である｡



(ファクトリーオートメーション)などで,相互に関連し合う

複数のシミュレータなどを同時実行し,監視する場合などで

の利用が考えられる｡

後者は,ウインドウを多数枚,机上の紙の操作と同じ感覚

でj及え,表示対象物の数,表示配置の変更が自由であるとい

う利点をもっている｡このため,‾文書やプログラムの複数箇

所を広範かつ大局的に参照し,修正する場合,裡数の情報を

画面上で並べ換え整理する場合,1個のソフトウェアの実行

により得た情報をそのままウインドウに残しておき,これを

利用して他のツールを実行する場合,あるいは---･つのウイン

ドウで作業を実行中に,他からの割込み処理を一一時的に別の

ウインドウを設けて行なう場合など,広範な利用が考えられ

る2)｡以下では,このウインドウ重ね置き形の制御方式につい

て述/ヾる｡

3.3 ウインドウ重なり制御基本原理

ウインドウが多層に重なった二状況を,実際に単層の画面メ

モリ上で表現するには,重なりの底のウインドウから逐次描

画していく原理方式がある｡しかし,ウインドウ操作のたび

に逐次描画を行なったのでは表示変更が遅くなるため,従来,

描画の途中結果をイメージ情報として記憶し,イメージ転送

ハードウェアによる高速表示変更を行なっていた｡ただし,

この高速化方法では,多量のイメージメモリと高速なイメー

ジ転送ハ】ドゥェアを必要とするため,スーパー パーソナル

コンピュータなどの商売汲機でだけ実現されていた｡

3.4 ウインドウ重なり計算･管理形表示制御方式

汎用機に搭載可能なウインドウ重ね置き方式を実現するた

め,ウインドウを表示部長方形と他のウインドウに覆われる

べき非表示部長方形とに分けて管理する図5に示す方式を開

発した｡ウインドウ操作では,これらの長方形情報を更新す

るとともに,新たに表示部となった長方形内だけ描画する｡

この場合,逐一欠描画を行なわず,必要最小限の画面変更で痛

むため,高速化用に大量のイメージ情報を記憶しなくてもよ

い｡また,重なりの底からの表示変更もなく,画面の見やす

さも向.卜する｡更に各ウインドウの表示部を識別できるため,

ウインドウの重なり二状況と独立に,どのウインドウにでも内

容を直接記入し,その表示部に当たる箇所だけ描画でき,複

数の業務を同時処理する重ね置き形マルチウインドウ･マル

チタスク機能の実現に有効である｡

重ね置き形マルチウインドウ表示方式は,現在,メモリ節

減,高性能化への取組みが各方面で進められている｡上述L

た方式は,これらに閲し,メモリ節減,マルチタスク対応面
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団ウインドウ2の下に隠れた部分
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図5 ウインドウの管王里
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で優れており,普及形OAワークステーションへの利用が期

待されている｡

田 アプリケーション間データ交換ソフトウェア

データ交検ソフトウェアには,前記したように密結合形と

疎結合形の2種類及びそのi昆合形を取り上げている｡

4.1 密結合形データ交換

このタイプは,作表･文書処理･作図･検索などの基本OA

ソフトウェアの機能を一つのプログラムにまとめ,内部デー

タを共有することにより機能相互のデ【タ交換を実現するも

のである｡したがって,同一操作と同一体系の下で各種機能

をプログラムの入れ替えなしに実行でき,エンドユーザーの

操作性が良い｡

この種のソフトウェアの既存のものとしては,LottlS杜の

"1-2-3”が有名であるが,日立製作所でも例えばOA用簡

易言語OFIS/POL(Office Automation alュdIntelligence

SupportSoftware/ProblemOrientedLanguage)は,この密

結合形統合化ソフトウェアに属するものである｡

これは,図6に示すように,OS(MS-DOS)の下で稼動す

る,OFIS/POL制御部･作表基本部･テキスト処理･業務記

述定義･テーブルベース･ホストアクセスなどから構成され

る｡表形式の共用内部データを基に各処至里を統合する方式で

ある｡

密結合･形統合化ソフトウェアの最大の技術課題は,各種機

能追加によるプログラムの所要メモリ量の増加対策である｡

OFIS/POLでは多重オーバレイ制御方式を内蔵することに

より,これを解決Lている｡

また-最近のWP(ワードプロセッサ)の拡張方向として,単

に文章の作成･編集だけでなく,表･グラフ･イメージなど

を混在した‾文書作成･編集機能が注目されており,これも密

結合形機能統合化ソフトウェアの一つと見ることができる｡

4.2 凍結合形データ交換

疎結合形データ交換とは,独立したAP間(同じデ【タ構造

とは限らない｡)で,操作者が指定Lたデータを即時に交換す

る機能を提供するもので,拡張一件と汎用性の点では密結合形

より優れていると考えられる｡例えば,表処理中の任意のデ

ータをWP中の任意の部分へ転送する操作が可能となる｡デ

ータ▼交換の手川副ま図7で示すように,送受AP･転送範囲など

を一括指定する｢直接データ交換+,転送データをいったん｢ク

リップボード+という電子メモ用紙に格納する｢クリップボー

ド経由データ交換+,及び事前に転送手順を登録して､送り側

｢▼-‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾｢

1 0S(MS-DOS) l

OF】S/PO+制御部

(メモリ管理,多重オーバレイ制御,表示制御)

作図

(ビジネスグラフ)

BA引C記述ソフトウエア
流通ソフトウェア

テキスト処王里

(簡易WP)

ファイル濾L

作表基本部

(言表芸蔓定一縦)

業務記述定義

自己コマンド定義･実

パラメトリック記述
実行手順分岐

入出力マク

機種固有部

ホストDB

通信回線

WS-メインフレーム処理

テーブルベース

(等量二三妄去‡ヨイン)

図6 0FIS/POLを例とした密結合形統合化ソフトウエアの構成

作表を基本として,簡易WP･テーブルベース･業務記述定義などの機能追加を

行なった密結合形統合化ソフトウエアの例であるリ
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APのデータ入力時に自動データ転送を行なう｢同期連動デー

タ交換+の3種類がある｡クリップボード経由方式は,複数AP

への同一データの転送,以前の交換データの再利用可能など

の点で実用性が高く,これを主体に他2方式を補完的にサポ

ートするのがよいと考えられる｡

疎結合形データ交換の技術課題は,マルチウインドウ表

示･データ交換マネージャ･交換データフォーマットなど多

数ある｡しかも｢統合業務環境+の実現には,データ交換可能

なAPの種類を極力広げる汎用性,オープン性が重要である｡

データ交換用フォーマットに要求される項巨=こは,フォーマ

ットの拡張性と汎用性･既存ファイルとの互換性･フォーマ

ット変換の容易性などがある｡これらの要求を満たすために,

以下の概念が必要と考える｡

(1)制御データと実データの分離

フォーマットの制御情報と実際に必要なデータを分敢･独

立化することで,制御データのオプション化が可能になり,

可読性が高められる｡

(2)AP固有デー一夕の設定

一方で交換フォーマットを汎用的なものにする必要がある

が,他方で特定のAP間で特殊なデータを交換したい場合も多

い｡したがって交換フォーマット中にAP固有のデータ設定を

可能とすべきであると考える｡内容を理解不能なAPではこの

国有データは無視することになる｡これにより広範囲のAP

で,このフォーマットの利用が可能になる｡

田 電子オフィス業務記述ツール

本章では,前出の統合電子オフィスの実現に必要な,エン

ドユーザー自身が業務定義するためのツールについて記述す

る｡ここで電子オフィス業務とは,WS単体で行なうAP間の

複合編集処理だけでなくその作成文書の管理,伝票や菓議の

回付,受渡しを行なうシステムOA,ネットワークOA業務,

などから成る｡

図8は,基礎的な複合編集機能を示したものであるが,こ

れらの業務がユーザー個別に,ユーザー自身の手で,簡易な

操作で可能にすることが本ツールのねらいである｡また,オ

票一石
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図7 データ交換手順の種類 直接データ交換,クリップボード経由デ

ータ交換,同期連動データ交換の3種類がある｡

フィスの管理者や事務員の処理や判断に関するノウハウの電

子化を図り,より一歩人間の知能に立ち入り,自動化を拡張

させることも課題である｡

5.1定形処理用の自己専用コマンド

ソフトウェア開発をエンドユーザーに開放する変革がOA

である,と言われているが,このエンドユーザーの業務は,

個人ごとに個別なものが多く,また定形的な部分,すなわち

繰り返し反復されるものを電子化するニーズが強い｡これに

対応して,自己専用のコマンド方式を開発した｡図9は,こ

の自己コマンドの作成,起動の方法を示している｡

これは,すべての対話操作履歴を記憶させて,コマンドと

して起動するプレイバックを基本としている｡ユーザーが手

続きを意識せずにプログラムが組める非常にやさしい例示操

作プログラミングともいえる方法である｡これには,自分専

用のガイダンス,ビジネス用語を用いた帳票フレーム画面に

よる定義,コマンドの増殖化機能などをはじめとして,入力

変数,引数渡しなどのパラメトリックな指定の機能がある｡

また自己コマンドの中で,自身ないしは他の自己コマンドを

呼び出す,多階層,再帰的な指定もでき,手続きを意識せず

に,自己の業務記述が可能になる｡

5.2 条件起動可能な知的ソフトウェア

従来,どんな処理を,いつ,どんな条件のときに起動させ

るか,というプログラムの起動は,あらかじめ予期できない

非定形的なものは,人間の判断にゆだねられていた｡これを

電子化したのが条件起動ソフトウェアである｡オフィスでの

判断基準や処理基準を構成する条件と,これにより起動され

台 帳 マルチテープナル
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図8 複数APの複合編集機能

務環境+の第一のねらいである｡
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図9 自己専用コマンドの作成と増殖 対話操作履歴のコマンド化

とプレイバックを基本とし.パラメトリックな指定,再帰指定及び階層化,更に

は,自己専用コマンド実行中の履歴もコマンド化し,増殖させる.-.

る処理を起動ルールとして入力すると,あとは本ソフトウエ

アが電子秘書となって,データ,事象,時間のモニタリング

と処理の起動を自動的に行なう｡条件起動の例としては,オ

フィスでの例外管理が典型例と言える｡条件や処理が固定的

で,あらかじめ判明しているときは,プログラム中に組.み込

めるが,任意なときに,任意な条件で,任意な処理を可能に

することは従来はできなかった｡図川の右部に,起動条件と

処理を任意に定義するルール登録とプロセジュア定義を示し

た｡中央の実行はこれに基づくモニタ(推論),条件起動を自

動的に行なう部分である｡ルー/レの登録は,左部で行なう｡

日常用いている用語で帳票や文書の特定エリアを名付ける

と,左部の帳票ごとのフレームに表示され,起動条件と処理

名をそれぞれAND,ORの欄,一致,不一致の欄で入力定義で

きる｡なお,帳票問の処理のときは,関連の欄で選択する｡

左部の例はエントリの指定例で,この場合は綱かけ部分が入
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力指定デ∵-タである｡

5.3 ネットワーク統合の統合電子オフィス処理

図tOは,ネットワークOA業務としての電子伝票,電子裏議

などを実現する一方法を示すものでもある｡前記した条件起

動ルールの新概念を用い,電子化した伝票,稟議書をWS間で

送受信することにより,ユーザー自身の定義操作でWS間AP

の連動処理が実現できる｡条件起動ソフトウェアは,部門間

処理の統合の自動化だけでなく例えばオフィス管理者の例外

管理条件などの判断基準も扱えるので,意思決定支援DSS

(DecisionSupportSystem)用の基本コンセプトでもある｡電

子裏議のような日本式の合議形の意思決定も,判断基準(ルー

ル)をネットワーク上で回覧させ,ⅥJS間でAPを連動処理さ

せることにより支援可能になる｡

田 WS用データベース管理プログラム

OAの分野では,大量データを効率良く使用するためのフ

ァイル管理やデータベース管理プログラムに対する必要性が

高い｡従来は,APごとに専用のファイルシステムを開発して

いたが,AP群の統合(データの共用,交換)の観点から統一的

なデータ形式,アクセス手段のサポートやファイル構造の変

更,機能追加に柔軟に対応できることが要請されるようにな

ってきた｡また,APは,OSやWSのシステム構成に依存しな

い移植性の高い論理インタフェースでアクセスして,プログ

ラムの生産性を上げたいという要望もある｡この要望にこた

える手段の一つとして,データベース管理プログラムが使用

される｡

6.1データベース管理プログラムの仕様

OAの分野は,非定形業務の多いことや階層,ネットワーク

モデルに比べて扱いやすいことから,フラットなテuブル形

式のデータ構造を扱うリレーショナルモデルを採用した｡機

能の概要は,表1に示すようにリレーションと呼ばれるデー

タ構造の定義,その表のデータ操作,検索などの基本機能の

ほかに,複数ユーザーから同時に共用されることから機密保

護,排他制御,ソフトウェアやハードウェアの誤りによるデー
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図10 フレーム画面定義,条件起動ルールを特徴とした統合電子オフィス処理の概要 任意なとき,任意な条件で,任意な処理の自動起動を行な

う条件起動ルールをフレーム画面定義すると,あとは,本ソフトウエアが,データ,時間,事象を継続してモニタし,指定処理を自動起動きせる｡更に.ルールを

メールして.他のWSの処理を条件起動させることにより,電子伝票などの｢統合電子オフィス処理+を可能にしている｡
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表t リレーショナルデータベース管理プログラムの機能概要 機能

は,基本機能のはかにネスト構造の副参照や照会言語列のカタログ化,参照項

目の制限などを指示できる機能も実現が予定されている｡更に,EDP(Electronic

DataProces引ng〉データのほかにイメージ,苦声データの扱いも必要となる｡

分類 機 首巨 選 択

基 本

表の作成,削除 ⊂‾)

行の挿入,削除,更新 〔つ

列の追加
L‾〕

データ検索

選択,サーチ,ソート

射影

演算,組込み関数 し:二)

表の結合 1

応 用

副参照(ネスト構造) ×

グルーフ‾■分け )

視点作成,削除 X

インテーックス
､_ノ

支 援

バックアッフ 二一､ノ

才非他制御

機密保護

型
数字,文字,;実字

イメージ,音声 X

〉主:×印は.拡張機能を示す｡

タの消失に対処するためリカバリ機能も組み込まれている｡

データベース管理プログラムは,上述の利点に対して処理

速度が遅くなりがちである｡検索処理を高速化する手段とし

て,Bトリーによるインデックスの定義機能や単一照会言語

単位での短いアクセスパスの選択処理を実現している｡高性

能WS向けには,主メモリとディスク間の入出力回数を削減

できるディスクキャッシュの組う生み,複数マイクロコンピュ

ータで大量データを分割して高速並列処理できるアクセラレ

ータ3)を1ボード化してオプションとして付加できる｡
6.2 データベースの参照方法

データベースへのアクセスは,ディスプレイ上に表示され

たメニュー選択による方法と,COBOLなどの高級言語から

サブルーチン形式で参照する方ぎ去がある｡高級言語で記述し

たAPは,どのリレーションのどの項目を,どのような条件で

検索するか,データベースの実現方法に依存しない形で参照

するため,プログラムの生産性や移植性の向上が期待できる｡

Ii WS用OS

OA用WSのOSは,以下の要請に応じられるように設計,開

発されている｡

(1)多機能,高機能化

図11に示すように,従来のジョブ,タスク管理などの基本

OS機能の上位層はマンマシンインタフェース向上用の文書

処理,マルチウインドウ制御,グラフィックス,データ蓄積

と共用のためのデータベース管理プログラム,LAN,回線用

の通信などの高機能な拡張モジュール群で実現される｡これ

ら機能は,論理から物理へと複数階層のデータ構造及び処理

で構成されている｡

また各種標準OS上のプログラムを実行できるイ反想記憶,仮

想計算機処理や既存ソフトウエアが使用できるエミュレータ

制御なども新たに必要なモジュールである｡モジュール群は,

移植性を配慮してシステム構成,機種に非依存な高級言語で

記述し,論理インタフェースで設計されている｡

(2)モジュール化･機能分散化

拡張される機能は,機能ごとにまたその機能を実現する処
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図I10S機能モジュールの実現方法 ws用OSは,基本部と拡張郡に

階層化され実現される｡拡張部には,新しい機能モジュールが追加され,基本部

も新入出力装置用ドライバや複数タスク制御機能が要求される｡

ネットワーク上のサーバ

バス上の専用プロセッサボード
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区‥2 WS用OSの機能分散イヒ os機能のモジュール構成は,高速化のた

め,ソフトウエアで実現されていたものをハードウエア化する分散化の傾向が

ある｡また,モジュールの選択により,普及機から高級機まで,ヰ幾種の多様化に

対応する｡

理単位ごとに高度なモジュール化が図られており,必要に応

じてモジュールを選択してOSの構成ができる4)｡また図12に

示すように高級機WSでは,高速処理用にそれらモジュール

を専用コープロセッサとして,あるいはバス上の専用プロセ

ッサボードとして分散化される｡一方,ネットワーク上では,

プリンタ,データベースなどのモジュールを高性能,高価格

装置にまとめサーバとして複数WSで共用することもでき

る｡

lヨ 結 言

今後,多方面のOA分野で,WSが利用されるようになると

考える｡- これに要するソフトウェアとして,従来の統合操作

環境を飛躍発展させた｢統合電子オフィス+を特徴と′したアプ

ローチを紹介した｡個々の開発技術については,昭和59年11

月の日立技術展で展示したものが多いので,これらを通じた

ユーザーの意見を反映させ,日立製作所の複数のWSで具体

化させたいと考える｡
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